
１
．
所
得
税
の
減
免
申
請

所
得
税
は
、
損
害
に
応

じ
て
「
雑
損
控
除
、
ま
た

」

は
「
災
害
減
免
法
」
の
適

用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

は
、
所
得

「
雑
損
控
除
」

か
ら
控
除
し
、
課
税
所
得

を
減
ら
す
の
が
目
的
。

災
害
の
他
「
盗
難
「
横
」

領
」
被
害
も
含
ま
れ
、
災

害
に
は
害
虫
・
害
獣

大

「

」「

雪
」
に
よ
る
「
シ
ロ
ア
リ

被
害
」
や
「
業
者
に
依
頼

し
た
除
雪
費
用
」
も
対
象

に
な
り
ま
す
。

雑
損
控
除
は
家
財
が
対

象
で
、
事
業
用
資
産
の
被

災
は
事
業
所
得
の
損
金
で

す
。雑

損
控
除
と
所
得
の
合

計
を
比
べ
て
、
雑
損
控
除

の
額
が
大
き
く
な
っ
た
場

合
は
、
所
得
の
合
計
を
超

過
し
た
損
失
は
、
翌
年
以

降
に
繰
り
越
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

は
、
所

「
災
害
減
免
法
」

得
税
の
支
払
額
を
軽
減
ま。

た
は
免
除
す
る
制
度
で
す

損
害
額
が
大
き
く
、
所

得
が
高
い
人
は
、
雑
損
控

除
が
有
利
で
す
。

所
得
が
低
く
、
損
害
が

重
大
な
人
は
、
災
害
減
免

法
が
有
利
と
な
り
ま
す
。

①
「
雑
損
控
除
」
の
申
請

「
雑
損
控
除
」
は
、
損
害

額
が
大
き
い
場
合
ほ
ど
控

除
額
が
増
え
、
年
収
や
所

得
額
に
か
か
わ
ら
ず
申
請

が
可
能
で
損
失
額
を
補
填

、

ほ

て
ん

す
る
目
的
の
保
険
金
や
補

助
金
、
見
舞
金
は
、
そ
の

分
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

損
害
補
填
で
は
な
い
、

善
意
の
寄
付
金
や
贈
与
は

対
象
外
で
す
。

控
除
額

損
失
額

保

＝

ー

険
金
等
で
補
填
さ
れ
た
額

そ
の
年
の
所
得
金
額
の

ー
％
（
ま
た
は
５
万
円
の

10う
ち
い
ず
れ
か
少
な
い

方
。）手続

き
は
、
被
害
状
況

を
確
認
で
き
る
資
料
（
写

、

、

真
修
理
費
用
の
見
積
書

保
険
金
支
払
い
通
知
書
な

ど
）
を
用
意
。

被
害
状
況
を
記
載
し
た

書
類
を
確
定
申
告
書
と
一

緒
に
税
務
署
へ
提
出
。

確
定
申
告
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

②
災
害
減
免
法
の
適
用

「
災
害
減
免
法
」
は
、
そ

の
年
の
所
得
金
額
が
５
０

０
万
円
以
下
の
場
合
に
適

用
で
き
、
所
得
が
高
い
場

合
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

減
免
さ
れ
る
の
は
所
得

税
だ
け
で
、
住
民
税
に
は

適
用
外
と
な
り
ま
す
。

手
続
き
は
、
被
害
を
証

:

明
す
る
資
料
（
罹
災
証
明

、

）

書
修
理
費
見
積
書
な
ど

と
申
請
書
を
税
務
署
に
提

出
し
ま
す
。

、

確
定
申
告
は
必
要
な
く

保
険
金
等
は
差
し
引
か
な

い
（
損
害
基
準
を
満
た
せ

）

。

ば
利
用
可
能
制
度
で
す

２
．
市
民
税
の
減
免
申
請

市
民
税
・
県
民
税
は
自

治
体
ご
と
に
減
免
基
準
が

異
な
り
ま
す
。

鶴
岡
市
の
場
合
は
、

損
害
金
額
が
そ
の
住
宅

①

５
／

又
は
家
財
の
価
格
の

以
上
の
場
合

10

５
０
０

・
合
計
所
得
金
額

所
得
割
額
の

万
円
以
下
：

全
部

７
５
０
万
円
以
下
：

・
同

５
／

所
得
割
額
の

10

・
同

所

７
５
０
万
円
超
：

３
／

得
割
額
の

10

損
害
金
額
が
そ
の
住
宅

②

２
／

又
は
家
財
の
価
格
の

の
場

以
上
５
／

未
満

10

10

合

５
０
０

・
合
計
所
得
金
額

所
得
割
額
の

万
円
以
下
：

５
／
10７

５
０
万
円
以
下
：

・
同

３
／

所
得
割
額
の

10

・
同

所

７
５
０
万
円
超
：

／

得
割
額
の
1.5

10

、

国
保
税

森
林
環
境
税

や

固
定
資
産
税

都
市
計
画

・

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
減

税免
措
置
が
あ
り
ま
す
。

市
の
税
務
担
当
課
に
相

談
し
、
減
免
対
象
に
な
る

か
確
認
し
ま
す
。

2025年 月 日２ ２
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（月２００円程度）
1月 31人 30,590円
12月 31人 31,710円

災
害
に
よ
る
損
害
を
受
け
た
人
は
、

所
得
税
や
市
民
税
の
減
免
手
続
き
を

ふ
る
さ
と
賛
歌

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

幼
い
頃
の
遊
び
唄

２

八
色
木
の
日
向
富
さ
ん

に
よ
る
、
大
正
・
昭
和
初

期
の
幼
い
頃
の
遊
び
唄
②

昨
年
７
月
の
大
雨
な
ど
自
然
災
害
に
よ
る
損
害
を

受
け
た
人
は
、
所
得
税
や
市
民
税
の
減
免
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

昨
年
７
月
の
大
雨
で
被
災

し
た
住
宅
の
復
旧
工
事



大
東
文
化
大
学
の
阿
部

英
之
助
准
教
授
が
「
農
業

、

、

高
校
は
な
ぜ
元
気
な
の
か

農
か
ら
学
ぶ
農
業
高
校
の

魅
力
」
と
題
し
「
食
べ
も

、

の
通
信
」
２
月
号
に
記
事

を
掲
載
。
県
立
庄
内
農
業

高
校
を
大
き
く
紹
介
し
て

い
ま
す
。

同
雑
誌
は
、
家
庭
栄
養

「

」

研
究
会
が
編
集
す
る
食

と
「
健
康
」
に
関
す
る
、

権
威
あ
る
月
刊
誌
で
す
。

庄
内
農
高
の
「
庄
農
う

」

、

ど
ん
大
作
戦
を
紹
介
し

生
徒
の
発
言
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

☆

☆

山
形
県
立
庄
内
農
業
高

校
の
あ
る
生
徒
は
、
こ
う

語
り
ま
す
。

「

農
業
高
校
は
）
実
習
だ

（け
じ
ゃ
な
く
て
、
根
本
的

な
基
礎
の
学
び
が
い
っ
ぱ

い
詰
ま
っ
た
教
科
書
が
あ

っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
座
学
で

学
べ
る
。

食
に
関
す
る
知
識
は
実

技
的
な
も
の
だ
け
じ
ゃ
な

く
て
、
本
当
に
学
び
の
面

で
も
す
ご
く
身
に
付
い
て

い
ま
す
。

食
べ
も
の
っ
て
人
間
に

は
必
要
不
可
欠
だ
し
、
作

っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
お

か
げ
で
一
人
ひ
と
り
生
き

て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ

れ
に
携
わ
れ
る
っ
て
い
う

の
は
す
ご
く
大
事
だ
と
思

い
ま
す
」

「
農
か
ら
学
ん
だ
」
生
徒

の
姿
を
う
か
が
え
る
発
言

で
す
。

☆

☆

阿
部
准
教
授
は
、

年
15

以
上
に
わ
た
り
、
藤
島
地

域
を
中
心
に
、
学
生
と
フ

ィ
ー
ル
ド
調
査
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

島
野
嘉
作
の
出
生
地
一

帯
は
、
対
外
防
衛
の
た
め

の
大
野
城(

名
城
１
０
０

選)

、
水
城
（
み
ず
き
：
続

夫
婦
別
姓
制
度
で

多
数
激
戦
の
総
裁
選
挙

で
は
、
選
択
的
夫
婦
別
姓

制
度
に
つ
い
て
賑
や
か
だ

っ
た
し
、
少
数
野
党
に
な

っ
て
も
法
案
を
提
案
す
れ

ば
可
決
は
可
能
な
状
況
に

見
え
る
ん
だ
が
、
な
ぜ
か

こ
の
こ
と
は
表
に
出
て
こ

な
い
。
国
民
の
声
に
応
え

。

、

て
い
な
い
ん
だ
今
で
は

彼
ら
の
資
金
源
で
あ
る
大

企
業
か
ら
も
声
が
上
が
っ

て
い
る
と
い
う
の
に
。

▲
し
か
し
、
こ
れ
は
選
択

的
と
言
え
ど
も
夫
婦
別
姓

制
度
に
反
対
を
唱
え
て
い

る
と
聞
く
靖
国
派
の
力
が

大
き
い
と
い
う
事
な
の
か

ナ
。
ど
っ
ち
に
し
て
も
、

ど
っ
か
に
嫁
い
で
お
子
さ

ん
が
い
る
と
い
う
人
は
、

「
加
藤
」
の
名
で
、
生
地。

で
当
選
し
て
い
る
ん
だ
が

、

彼
女
自
身
は
賛
成
・
反
対

。

ど
っ
ち
な
ん
で
し
ょ
ネ
～

▲
ま
・
ど
こ
か
ら
立
候
補

し
て
も
い
い
し
、
名
前
も

届
け
れ
ば
い
い
の
で
す
。

だ
か
ら
、
今
は
暗
い
所
に

名
城
１
０
０
選
、
大
宰
府

）

跡
（
国
特
別
史
跡
）
な
ど

歴
史
が
豊
富
な
一
帯
で
、

古
代
史
の
宝
庫
で
あ
り
一

言
書
い
て
お
き
た
い
。

大
宰
府
は
、
７
世
紀
後

半
筑
前
国
に
設
置
し
、
地

方
行
政
・
軍
事
・
外
交
を

主
任
務
と
す
る
政
庁
で
あ

っ
た
。

６
６
３
年
日
本
水
軍
が

百
済
復
興
の
た
め
、
朝
鮮

の
白
村
江
（
は
く
す
き
の

え
）
で
唐
・
新
羅
連
合
水

軍
に
大
敗
し
た
（
白
村
江

の
戦
。
そ
れ
で
今
後
の
大

）

宰
府
防
衛
の
た
め
大
規
模

な
水
城
を
築
造
さ
れ
た
。

大
野
城
の
あ
る
大
野
山

と
１

ほ
ど
離
れ
た
台
地

km

を
結
ぶ
低
湿
地
に
造
ら
れ

た
。

東
田
川
史
跡
物
語

島
野
嘉
作

歴
史
あ
る
出
生
地
①

青
山

崇

い
る
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う

か
、
あ
の
「
ガ
～
シ
～
」

と
い
う
名
前
で
も
当
選
し。

て
議
員
だ
っ
た
の
だ
か
ら

▲
彼
女
を
当
選
さ
せ
て
い

る
選
挙
民
は
、
彼
女
の
住

所
は
何
処
か
・
名
字
は
何

な
の
か
を
知
っ
て
い
る
人。

は
多
く
は
な
い
で
し
ょ
う

岸
田
首
相
か
ら
大
臣
に
し

て
も
ら
っ
た
が
、
批
判
の

方
が
多
か
っ
た
感
じ
が
あ

っ
た
し
、
短
命
で
終
わ
っ

た
。
比
べ
て
父
親
は
、
地

元
で
も
政
界
で
も
大
物
と

見
ら
れ
て
い
た
し
、
色
々

要
職
を
務
め
た
ん
だ
。

▲
今
回
の
選
挙
も
そ
う
だ

っ
た
が
、
選
挙
の
た
び
地

方
が
元
気
で
な
い
と
・
と

政
権
党
の
公
約
が
出
る
。

し
か
し
ど
う
で
す
か
。
色

々
務
め
た
大
物
の
彼
の
力

も
彼
女
の
力
で
も
、
新
幹

線
は
新
潟
で
止
ま
っ
た
ま

ま
な
ん
だ
。

▲
高
速
道
路
は
、
や
っ
と

豆
電
池
程
の
明
か
り
が
見

え
た
か
ナ
と
思
え
る
日
本

海
側
。
ど
っ
か
に
住
所
が

あ
る
人
に
頼
っ
て
い
る
か

。（

）

ら
カ
ナ
・
の
声
も
石
川

『
日
本
書
紀
』
に
「
筑
、

紫
に
、
大
堤
を
築
き
て
水

を
貯
へ
し
む
、
名
づ
け
て

水
城
と
曰
ふ
」
と
あ
る
。

規
模
は
、
長
さ
１
・
２

、
２
段
の
土
塁
で
高
さ

kmは
下
部
・
上
部
で

、
ｍ
13

そ
の
下
に
沈
ま
ぬ
よ
う
様

々
な
造
作
が
な
さ
れ
、
幅

は

。
攻
め
て
く
る
博

ｍ
80

多
湾
側
に
、
幅

、
深

ｍ
60

さ
４

の
水
堀
が
あ
る
。

ｍ

、

水
を
絶
や
さ
な
い
た
め

反
対
側
か
ら
図
示
の
よ
う

に
地
下
水
路
を
造
り
、
補

給
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
上
記
画
像
を
ご

覧
下
さ
い
。

「
食
べ
も
の
通
信
」

年
２
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
記
事

25

庄
内
農
業
高
校
の
魅
力
が「
食
べ
も
の
通
信
」に

阿
部
英
之
助
・
大
東
文
化
大
学
准
教
授
が
紹
介
記
事


